















意味・用法を記述した。方言談話資料では「らしいJ rょうだJ や「だろう J rにちがいないJ









高知方言にはニカーランとしづ形式があり、『日本方言大辞典.n (第 6 巻「らしし、J r ょう
だJ の項)では「用言の終止形に下接し、伝聞推量の意を表すJ r用言の終止形に下接し、
様態の意を表す」と述べられ、 (1) (2) の例が挙げられている。
(1) コトシャ ザンシヨンガ エライニカーラン(今年は残暑が厳しいムムヒ)
(2) ソロソロ カインガ ハジマルニカーラン(そろそろ会が始まるよ主主)
また、上では触れられていないが、いわゆる比況の用法も存在する。
(3) マツコト フジサン三主ニ之と。(まるで富士山のよユ主サ (吉田 1984)
先行研究は、ニカーランが推量や比況を表す表現であるという点で一致しているが、網羅
的な記述が少ない。談話資料などでは、ニカーランの共通語訳として「らしいJ r ょうだ」
「みたいだJ r (し)そうだJ や「にちがいなし、J といった語があてられている。
(4) モー クル三主ニ乏乙。(もう来るムムヒ) (土居 1937)
(5) ヤッパリ ナニゴトモ ソンナモノヨ イマカラ カンガエタラ アホー
三主ニ7~ζ(やっぱり何事もそんなものさ。今から考えたら馬鹿主主じ主)
(日本放送協会 1981)
















推量表現は「書クローj r為ツローj (od為タロー) rオコラレルローj など。「ソーニ
カーランj r行クニカーランj は「多分…らしい」の気持ち。
(国立国語研究所 1976)














(8) マタ ワリコトシテ オコラレタ三主ニZと。(また悪戯をして叱られたらし
い)




(10) アルイテイタチ ソンナニ トーワナイ三主ニZと。(歩いて行っても、それ
程遠くはないらしい)
(1 1)モージキ アメモ アガル三主ニヱと。(もうすぐ雨も止むらしし、)
(横井 1981 (16) ,..._ (19)) 
上記のような例はそれぞれ、 (8) r怒られた主体がその湯にいないときに「どうも叱られた
らしいよJ と噂をするような場合」、 (9) r r二階で気配がしているから起きているようだ
よ」というような場合j 、 (10) r発話者が第三者による「遠くはないJ という判断をそのま







ており、両者には矛盾がある。橋尾 (2000: 158) には確信の度合いに関する記述はないが、
ニカーランの訳語として「…のようだJ r…であろう」のほかに「…にちがb、ないJ が挙げ
られている。なお、ニカーランと同じような文脈で使われる形式にミタイナがある。
(12) モークル主之4土。(= (4)) 
(13) コッチノホーガ ドーモエ-~?T..{之。(= (6)) 






(15) アリャ イヌ三主ニ之と。(あれは犬らしい) (名調〕
(16) アソコノオパーサンワ マダマダ ゲンキ三主ニ之と。(あそこのおばあさん
はまだまだ元気らしい) (ナ形容詞〕
(17) コッチノホーガ エ一三主ニヱと。(こっちの方が良いらしい) (イ形容調〕











筆者の観察ではニカーランは主節末で用いられることが多く思われるが、 (20) (21) のよ
うに理由節や逆説の副調節を作ることもできる。しかし位2a) のような連体用法はない。
(20) ゲツヨーワ ピョーインエイキヨ一三丘二之と乞ヒ、 イタチオランロ。
(月曜は病院へ行っているよ主主主主、行ってもいないだろう) (理由節〕





b.* ライオンニカーランドーブツガ アフリカデトッタビデオニ ウツッチ
ヨッタ。
なお、ニカーランの使用は平叙文に限られ、疑問文では用いられない 1)。
(23) *アメ フッテキタ三左ニ之とカイ? (*雨が降ってきたょうか?) (=森山
1995 (15)) 
(24) ??コノサケワ ナンニカーラン? (この酒は何のようだ?) (=森山 (1995
(36) ) 





(26) アリャ イヌ主え4土。(= (15)) (名詞〕
(27) アソコノオパーサンワ マダマダゲンキ3:?o'-1土。(= (16)) (ナ形容詞〕
(28) コッチノホーガエ-3: ?o'-1土。(= (17)) (イ形容詞〕














(31) アメ フッテキタ~7'-{土カイ? (= (23)) 
(32) コノサケワ ナニ~7'-{之? (= (24)) 
(33) コノフク キータラ オトーサン~7'-{之? (= (25)) 
4. ニカーランの基本的意味・用法
以下では、 2000 年 8 月・ 9 月に行った調査の結果に基づいてニカーランの用法を記述し
ていく。調査の概要は【付録】 (76 頁)の通りだが、インフォーマントの回答が一致する
項目とまったく異なる項目とに二分される結果となった。前者のうち「だろう j rにちがい
ないj とニカーランのちがいについて 4.1.で、推定・嫡曲・伝聞の用法について 4ユで分析
し、後者(比況)については 4ふで述べることとする。
4.1. rだろう J rにちがいないJ とニカーラン
先行研究では、ニカーランの共通語訳として「だろう J や「にちがいなしリが挙がって
いた。しかし、「だろう j rにちがし、ないj と共起することのできる「きっと」や「たぶんj
などの副詞と、ニカーランとは共起できない。
(34) a. {きっと/おそらく/たぶん}この間題は誰一人解けない{だろう/に
ちがいない}o (=蓮沼 1991 (14)) 





b. *アノヒトワ ジブンクノマゴワ ゴーカクスルニカーラン ト シン
立主.~.=.I。
一方、「どうやら J r どうもj のような、「だろう j rにちがいないJ とは共起せず「ょう
だj r らしし、j と共起する副詞とニカーランは共起できる。
(36) a. {どうやら/どうも}風邪をひいた{*だろう/ょうだ/らしい}。
(蓮沼 1991 (13)) 















(38) マゴガ ウレシソーナカオ シチョー。 ゴーカクシタ{#ミタイナ/ニカー
ラン}o (孫がうれしそうな顔をしている。合格したようだ) (=三宅 1994(14)) 
(39) ヘヤノアカリン ツイチョー。 アノコワ マダベンキョーショー{ :洋ミタ
イナ/ニカーラン}0 (部屋の明かりがついている。あの子はまだ勉強している
ようだ) (=三宅 1994 (15)) 
(40) ショーボーシャン キチョー。 ドコゾデカジン アッタ{#ミタイナ/ニ
カーラン}o (消防車が来ている。どこかで火事があったようだ)
(41)クツンナイ。 アイツワ モーデタ{?ミタイナ/ニカーラン}o (靴がな
い。あいつはもう出かけたようだ)





(43) アンタ チヨット ヒヤケシタ{ミタイナ/*ニカーラン}ネ。(あなたは少
し日焼けしたようだね)
(44) (芦の調子がいつもと違うのに気づいて〉アンタ チヨット ノドノチョーシ
ワルイ{ミタイナ/*ニカーラン}ネ。(あなた、少し喉の調子が悪いようだ
ね)
(45) アンタ ナンカ ッカレチョー{ミタイナ/*ニカーラン}. (あなたはなんだ
か疲れているようだ)
(46) アンタ ナンカ ゲンキナイ{ミタイナ/*ニカーラン}ネ。(あなたはな
んだか元気がないようだね)
(47) アンタ チヨット セン ノピタ{ミタイナ/*ニカーラン}ネ。(あなたは
















る(と話し手が判断している )j 場合lこは用いられないのである。したがって、上の (43)
~ (48) は文脈次第でニカーランが適切となる。
(49) (その場にいない第三者について)アノコ チヨット ヒヤケシタ{ミタイナ
/ニカーラン}ね。(あの子は少し日焼けしたようだね) (与 (43))
(50) (過去のある状況を指して)アントキ アンタ チヨット ノドンチョーシ
ワリカッタ{ミタイナ/ニカーラン}ネ。(あの時あなたは少し喉の調子が悪
かったようだね) (与 (44)) 
(51) (試合を見ていなかった聞き手に向かつて)ピッチャ一、チヨット ツカレン
デダシタ{ミタイナカッタ/ニカーララッタ }o (ピッチャーは少し疲れが出だ











(52) (渋滞に引っかかって〉キョーワ ミチガ コンジョー{ミタイナ/*ニカー
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ラン}o (今日は道が混んでいるようだ) (=中畠 1990 (1)) 
(53) (部屋の中がガス臭し、)ガスノニオイガ スル{ミタイナ/*ニカーラン}。
(ガスの臭いがするようだ) (=中畠 1990 (3)) 
(54) (駅に大勢の利用客がいるのを見て〉アイカワラズ ナツヤスミワ キセーキ
ャクガ オーイ{ミタイナ/*ニカーラン} 0 (相変わらず、夏休みは帰省客が
多いようだ)
(55) (郵便受けに入っていた封筒を見て)アンタアテニ ューピンガ キチョー
{ミタイナ/*ニカーラン}ヨ。(あなた宛に郵便が来ているようだよ) (=早
津 1988 (15)) 
(56) (ニュースを見て)キョー タカノハナワ カッタ{ミタイナ/*ニカーラン}。
(今日貴乃花は勝ったようだ) (=横井 1981 (31)) 
(57) 00 (人名)ト ハナ、ンヨッテオモータケンド、アノコワ トキドキカン
サイベンガ マジル{ミタイナ/*ニカーラン}ネ。 (00 と話していて思っ
たけれど、あの子は時々関西弁が混じるようだね) (=早津 1988 (33)) 









(59) 00サンニキータケンド、コンパンノカイデワ ソノハナシワ ドーモデ
ラッタ{ミタイナ/ニカーラン}o (00 さんに開いたけれど、今晩の会合では
その言苦はどうも出なかったらしし、)
(60) ウワサデワ サスガノシチョーモオクサンニワ アタマンアガラン{ミタ
イナ/ニカーランL (噂では、さすがの市長も奥さんには頭が上がらないらし
(61) キショーチョーノヨホーデワ コトシワ ツユアケン オソイ{ミタイナ/ニ
カーラン}o (気象庁の予報では、今年は梅雨明けが遅いらしし、)















上での引力の六分のーくらいらしい) (=早津 1988 (21)) 
(65) (本などで情報を得て〉オンシツサイパイノヤサイニワ ピタミンシーガア
ンマリ フクマレチョラン{ミタイナ/*ニカーラン}0 (温室栽培の野菜には






た情報という点では先の (59) '" (62) と同じだが、命題として述べられている事態は、
第三者からの情報を根拠に話し手が判断したものというよりは第三者からの情報そのもの
であり、事態の真偽についての話し手の判断は含まれない。ニカーランは、事態にたいす





ちなみに (63) .. (67) の例で、これらが第三者から得た情報であることを明示的に示
す形式は別にあり、ト・ツ(←トイウ)によって表される。
(68) (新聞記事を読んで)シンカイニワ オーキナイカガオルガト。(= (63)) 
(69) (テレビで見て〉ゲツメンデノインリョクワ チキュージョーデノインリョク
ノ ロクプンノイチクライナガ..1:0 (= (64)) 
(70) (本などで情報を得て)オンシツサイパイノヤサイニヲ ピタミンシーガ ア



























る。 (森山 1995 (3)) 
b.* ライオン三主ニヱとニクショクドーブツワ ナマニクカラ ビタミンルイ
オセッシュスル。
(74) a. ぱらのような植物がこの部屋に似合う。 (森山 1995 (75)) 
b.* パラ三主ニ之とショクブツガ コノヘヤニ ニアウ。
4.3.2. 比況







二者聞の「不一致関係J (森山 1995) を示すものである。
(75) この犬はライオンのよ之主。
(76) この酒は水のよ之主。
(森山 1995 (1)) 






のみが適格とされ、 (78) .. (81)ではインフォーマント聞で判断が異なっていた。
(77) ソノフク キータラ、 アンタ オトーサン{ミタイナ〆ニカーラン}o (その
服を着たらあなたはお父さんみたいだ。)
(78) キレーナヤマヤネー。 アノヤマノカタチワ フジサン{ミタイナ/%ニカ
ーラン}ネー。(締麗な山だねえ。あの山の形は富士山みたいだ。)
(79) (叔父と甥を見で)アノフタリワ ヨーニーチョー。 マルデ ジツノオヤ
コ{ミタイナ/%ニカーランlo (あの二人はよく似ている。まるで本物の親子
みたいだ。)
(80) エースーツ キーテ、 ドコゾノシャチョー{ミタイナ/%ニカーラン}o (良
いスーツを着て、どこかの社長みたいだ。)




A と B の間の類似点を視覚的なものから感覚一般へと広げた用法である。 (82) は適格
とされたが (83) は不適格であった。 (84) はインフォーマント聞で、回答が異なっていた。
(82) コノサシミ、ナカナカ エー。 チカゴロワ ヨーショクモンモ テンネンモ
ン{ミタイナ/ニカーラン}o (この刺身はなかなかいい。近頃は養殖ものも天
然ものみたいだ。)
(83) アンタモ リョーリ ウマナッタネー。 コノオニツケ、 オカーサンノアジ
{ミタイナ/%ニカーラン}o (あなたも料理がうまくなったねえ。このお煮付
けは、お母さんの味のようだ。)







(85) アノフタリワ ナカ エーネー。 ヨイヨ キョーダイ{ミタイナ/%ニカー
ラン} 0 (あのこ人は仲が良いねえ。ほんとうに、兄弟みたいだ。)
(86) コノコワ コーコーセージャケンドエーパッティングスルネー。 プロ
{ミタイナ/%ニカーラン}ネー。(この子は高校生だけど良いパッティング
をするねえ。プロみたいだ。)
(87) コノクルマ チューコジャケンドハシリワ シンシャ{ミタイナ/%ニカー
ラン}ゼ。(この車は中古だけど、走りは新車みたいだよ。)
4ふ2.4. 慣用的な用法
慣用的な用法の例として調査したのは (88) (89) の二文だけであるが、 (88) は適格、
(89) は不適格となった。
(88) チョンガリパッカリ ューテ、 オマエワ パカ{ ?ミタイナ/ニカーラン}。
(おかしなことばかり言って、お前はパカみたいだ。)
(89) タカラクジデイットーン アタルナンテ。 マルデユメ{ミタイナ/*ニ
カーラン}ネー。(宝くじで一等が当たるなんて。まるで夢みたいだ。)
4.4. ニカーランが表す「比況j
インフォーマントの高木氏は、比況におけるニカーランは r-- と同じだ、~同然だJ と
いうような意味合いを持っと内省し、 (84) (89) について、閉じ「秋ニカーランj r夢ニカ
ーランであってもj (90) (91)ならば許容されるとしている。
(90) (外国で)この国の秋は日本の秋{ニカーラン/と同じだ} 0 (c王 (84))
(91) この場面は昨日見た夢{ニカーラン/と同じだ} 0 (cf. (89)) 
また、比況と証拠性判断とではニカーランのアクセントが異なるとし、う指摘もあった。
(92) a. (叔父と甥を見て)アノフタリワ ヨーニーチョー。 マルデジツノ
オヤコニカーラン。(= (77)) (比況〕
















一一:関与しない、 S: 話し手、 H: 聞き手、 0: 適切、 X: 不適切





れるとし、う説明にとどまっていた。しかし単に推定・伝聞の用法とするはできず、 (a) .. 
(c) の三つの条件を満たすことが重要であるということが明らかとなった。
5. 標準語「ょうだJ rみたいだJ rらしいJ rそうだJ r (し)そうだJ との比較
最後に標準語との比較をしておきたい。高橋 (1992) や橋尾 (2000: 158) はニカーラン




うだJ rみたいだJ r (し)そうだ」がある(仁田 2000)。話し手の判断を含まない f伝聞j
を表すものには「そうだJ である。それぞれの形式と用法は【表 41 のようにまとめられ
る。(参考までにミタイナとエカーランも表に付け加えておく。)また幡多方言の枠で共通
語を捉えると、【表 51 のようになる。
【表 4] 【表 5] から、ミタイナは共通語の「みたいだJ rょうだj とほぼ同義といえる。
それに対してニカーランは、一対一対応する形式がない。これは、「話し手と聞き手の情報
量の多少J という、標準語にはない区別が存在するためである。また比況は、推定と連続






0: 適切、 X: 不適切、/:条件によって両方の場合がある
{表 5 方言形式と共通語形式の意味・用法の比較】















曲J) にはニカーランを用いることはできない。(= (b)) 
(g) ニカーランは、証拠となる情報の出処については関知しない。人から缶え
聞いた情報であることもあれば (í伝聞推量J) 、それ以外の情報であること









1) 森山 (1995) では、推定の「ょうだJ は疑問文にはならないが比況のそれは疑問文にな










ンを適格と判断し、不適格あるいは不自然と判断したのは (78) (82) (84) .(89) だけであ
った。両氏の違いが個人的なものによるのか世代的なものによるのかは不明である。
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I付録調査の概要】
〔調査1)
・誠査年月: 2000 年 8 月
・調査場所:インフォーマント宅(高知県宿毛市)
・インフォーマント:堀内太造氏男性昭和 6 年生まれ (69 歳)
・移住歴:高知県宿毛市平田町黒川出身、 13 歳~22 歳まで高知県中村市、 22 歳~24 歳ま










・調査年月: 2000 年 9 月
・調査場所:インフォーマント宅(大阪府豊能郡)
・インフォーマント:高木淳子氏女性昭和 22 年生まれ (53 歳)
・高知県宿毛市出身、 18 歳~20 歳まで神奈川県横浜市、 20 歳~23 歳まで高知県宿毛市、
23 歳~25 歳まで兵庫県西宮市、 25 歳~30 歳まで兵庫県神戸市、 30 歳~現在まで大
阪府豊能郡。ここ 3 年ほどは実家と大阪を行き来し、月の半分を宿毛市で過ごして
いる。
・調査項目: [調査 1) に同じ。 調査方法:面接調査。「推定」から順に調査を行った。
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